
 

 51

第４章 草津川跡地利用基本構想

 

現状の資源・特性の総合的な活用と効果 

  

 
 草津川跡地の整備の前提となる現状の貴重な資源や特性は草津市の強みであり、それらを総合的に活用することで様々な効果が生まれ、草津市はどこにもない「魅力的なまち」としてグレードアップします。 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 

、

　

環　境

◆ 豊かな自然環境
◆ 自然景観
◆ 琵琶湖とのエコイメージ
◆ 連続したまとまった緑

【想定しうるイメージ】
　
　・環境ＰＲ拠点の整備
　・環境のショーケース化＊

　・エコショップ＊

　・エコオフィス＊

　・エコ住宅（ガーデンシティ等）
＊

　・エコ農業＊

　・自動車から自転車へ転換
　・カーシェアリング＊

　・環境教育、学習
　・自然環境の保全
　・水ビジネス＊

【効果】
　
　・人と自然の共生
　・生物多様性の保全
　・ヒートアイランド＊防止
　・ＣＯ2削減

　・企業誘致
　・来訪者誘致
　・産業観光
　・エコミュージアム＊の充実
　・エコタウン＊の実現

　　　　　　　　【成果】

　・都市アイデンティティ＊の確立
　・市のイメージアップ
　・市民の定住
　・企業の定着
　・都市機能の充実
　・都市構造の強化

　【想定しうるイメージ】
　
　・歴史資源や景観を活かした整備
　　（天井川公園、夜の光のイベントなど）

　・新旧草津川との連携
　　（ツアー、イベント）

　・商店街との連携
　・セレクトショップ＊

　・オープンカフェ＊

　・貸し農園

【効果】
　
　・来訪者増加
　・中心市街地活性化
　・観光産業活性化
　・商業活性化
　・農業活性化
　・回遊性の向上
　・ホスピタリティ＊の向上
　

観光資源

◆ 歴史観光資源
　　　（洪水の歴史、人工堤体、桜並木、
　　　　草津川マンポ、歴史的景観）

◆ 都心の中の自然景観
◆ 開放感を与える眺望
◆ 宿場のまちなみとの融合

【想定しうるイメージ】
　
　・災害に強い空間
　・公園、広場
　・生活道路
　・スポーツ空間

【効果】
　
　・安全、安心感
　・憩い、うるおい
　・健康づくり、介護予防
　・地域コミュニティ＊の形成
　・情報交流、ふれあいの場
　・高齢者福祉の場
　・子育て支援の場
　・少子化の抑制

広大な空間

◆ 防災空間
◆ 緑の空間

【将来の姿】

どこにもない「魅力的なまち」

【草津川跡地の現状の資源・特




